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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 楽典、楽曲の形式、和声法の領域について理解し、演奏様式の特徴をつかむ鑑賞能力の向上を

はかる。また、実習、楽曲分析を通して、身につけた知識を演奏に活用する。 

 学習の到達度は、授業で配布・回収するワークシート、筆記テスト、実技テストで評価する。 

 

実技テストは、授業中に受講生の前で演奏する発表会の形式で行います。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

音楽に関する基礎的な理論を理解させるとともに、表現と鑑賞に活用する能力を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への 

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽は様々な要素（音

色・リズム・和声・速

度・旋律・テクスチュ

ア、強弱、形式、構成

など）が関連しあって

形づくられているこ

とを判別し、受け入れ

る。 

楽譜に書かれている

ことを演奏するため

に必要な情報をとら

えるだけでなく、イメ

ージを楽譜上に表現

することができる。 

消えてなくなる音楽

をより良く記譜する

技術はもとより、楽

譜に表現された音に

ある規則を読み取る

ことができる。 

様々な音楽を聴き、

それぞれの音楽が持

つよさや美しさを味

わう。リズム・和声

などの音楽を構成す

る要素を分析的に捉

え、創造性に着目し

て鑑賞する。 

評
価
方
法 

観察 

到達度テスト 

演奏発表 

観察 

到達度テスト 

演奏発表 

観察 

到達度テスト 

演奏発表 

ワークシート 

鑑賞の記録 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

楽譜の仕組み 

①音の長さ 

②音の高さ 

③記号 

○ ○ ○  a:音を楽譜上に表現するための規則とそれ

が表現する音楽とのかかわりに興味・関心

をもっている。 

b:楽譜から音楽を読み取り忠実に表現する

ことができる。 

c:表現したいことを伝えるための記譜法を

身につけている。 

ワークシート 

ペーパーテスト 

音楽の仕組み 

①音程 

②音階 

③和声 

 

○ ○ 

 

○  a:音楽を構成している音程と音階のしくみ

とそれが表現する音楽とのかかわりに興

味・関心をもっている。 

b:楽譜から和声の要素を読み取り忠実に表

現することができる。 

c:イメージしたハーモニーがどのような和

声構造で出来上がっているかを理解できて

いる。 

ワークシート 

ペーパーテスト 

２
学
期 

コード進行の理論と実

践 

～キーボード実習～ 

 

○ ○ ○ ○ a:与えられた課題曲のコード進行のしくみ

に興味・関心をもっている。 

b:コードの違いから受ける曲想の違いを把

握して、主体的に表現を工夫している。 

c：より自然な流れを表現するために、様々

なコード進行を工夫することができる。 

d：実際の楽曲からコード進行のもつイメー

ジを感じ取り、表現に結び付けることがで

きる。 

ワークシート 

ペーパーテスト 

演奏発表 

３
学
期 

楽曲分析 

～主題からの変奏～ 

○ ○ ○ ○ a:音楽作品を構成するリズム・和声・形式

などの要素に興味・関心をもっている。 

b:主題をもとに変奏を創作する中で、コー

ド進行の特徴を生かした表現を主体的に工

夫している。 

c：楽譜から作品の構成要素を読み取り、そ

の内容を生かした変奏を記譜することがで

きる。 

d：主題の特徴を感じ取り、そのイメージが

どの要素からもたらされるものかを分析し

て聴くことができる。 

ワークシート 

ペーパーテスト 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d: 鑑賞の能力 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


